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、

寛政4年（1792）4月、地震の大被害「島原大変」の時、この周辺は湊で、島原藩の軍艦

が係留されていた。船手の多くが亡くなり、行方不明に。藩主松平忠憑公は、これを悼み、

翌年、観音堂を建立。現在の御堂は、平成18年に改築。御堂の前に、島原大変供養の石碑

が建てられました。


